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北海学園大学経営学部開設 20 周年記念シンポジウム

BE VISIONARY：新時代にのぞむ⽛北海経営⽜
パネリスト 大 月 博 司・忠 村 旭 城・作左部 正 隆・

井 田 梓・伊 藤 友 章・内 藤 永・
佐 藤 大 輔

司 会 大 平 義 隆

○大平先生 それでは時間になりましたので
皆様ご着席ください。これからパネルディス
カッションを始めたいと思います。
―北海経営アイデンティティ⽛地域社
会・経済の未来を切り拓く⾉実践家⾊を育成
する⽜の体現―というタイトルがついてい
ます。
このパネルディスカッションですけども，
プログラムの都合上，質疑応答を割愛させて
いただきますので，この点どうぞよろしくお
願いいたします。
このパネルディスカッション，⚓部に分か
れています。
最初に大月先生にまずお話しをしていただ
きます。中身としては経営学部の構想，どん
なものを 20 年前に目指していらっしゃった
のかなということをまずお伺いします。
次にパネラー全員に前の方に座っていただ
いて，卒業生の方からお話しを聞き，それを
よく知る教員の先生にお話しを伺う，という
のを⚓組続けます。
最後に，これからの北海経営，人材づくり
ということで佐藤大輔先生にお話しを伺って
終了したいと思っております。
それではお一人目としてまず大月先生にご
登壇いただきたいと思います。
○大月先生 たびたびすみません。いま要請
がありましたので。実は私，北海学園大学経

営学部の創設に携わった一人として，事前に
その当時のことを話してくれということなん
で。つらつら思い浮かべると確かにいろんな
ことがあったので，まずそれを話します。
実は打ち明け話になっちゃうんですけども，
北海学園大学は経済学部が中心になって発展
してきた。その中に経営学科があって，とは
いっても伝統的な経済学科に比べると新興の
経営学科はスタッフも少ないし，いわゆる組
織力も弱く，パワー関係でいうと，同じ経済
学部なのに，経済学科が決めたことは全部
通ってしまうなど，経営学科の主張はほとん
ど通らない。組織論でいうと，しょうがない
パワー関係。そういう中で経営学部のスタッ
フとして，やっぱり自立したいな，自分たち
の考えも実現したいなということで，独立運
動的な発想を各自で。個人的に持っていて，
いつか経営は独立して，自分たちでやってい
けると思っていました。たぶん経済学科の先
生たちはお前たち独立しても多分やっていけ
ないでしょ，学生なんて集められないでしょ，
そんな感じでいたのかなという状況でした。
そんなことでいろんな経緯があったんです
けども。当然，大学の当局も経済があって別
に学生も当時として充足しているし，経営的
にはなんの問題もない。あえてそれを壊す必
要はないだろうというのが，たぶん当時の大
学の経営陣，理事たちの意志だったと思うん
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です。でも我々はやっぱりつくりたいわけね。
彼らはつくらなくても経営は安定しているん
だから，無理して経営リスクのあるようなこ
とはやりたくない。我々やりたいといっても
当然まったく無碍に，理由もなく断れないの
で。彼らはハードルをつくったわけ。どうい
うハードルかというと，博士課程をつくった
らいいよ，と。
博士課程を最初からつくるなんて，一番
ハードル高い，学部つくるより。教員がちゃ
んと充足しないと博士課程は認可されない。
要するに経営学研究科博士後期課程の設置，
私なんかの勝手な推測だけど，大学の経営サ
イドはこういうハードル立てればお前たち諦
めるだろうと。内田先生を中心になんとかし
たいなということで，そんなこと言うなら
ハードルをクリアしようと，いろいろと皆で
奔走しながら。情報収集に努めてスタートし
ました。そして，特に黒田先生に北海道大学
から定年前に来ていただくなど，教員を充足
しながら博士後期課程をつくっていきました。
それが完成後，当然，修士課程をつくって経
営学部設置が大学の方針になりました。
そんなときに私なんかしょっちゅう文科省
行ってすりあわせするわけね。こういう計画
があるんだけどって，事前の根まわし的な。
だから月に一回くらい行ってたのかな，文科
省に出向いて。事務方として。計画表を見せ
ながら，これはおかしいとかいろいろ。
その中で一番思い出深いのは，当初，経営
学部じゃなくて総合経営学部を提案した。と
いうのは，特色として全国にないような経営
学部をつくりたいということから。心理学系
の佐藤先生などを中心に，心理学を重視しま
した。しかも情報も重視し，経営と心理と情
報。⚓すくみあるから総合だろうと。
総合経営学部といって文科省に提案したら
ダメ。なぜかというと前例がない。しかも
ローカルの大学がそんな大胆なことはダメだ
と。我々はもう総合経営学部でいけるのかと

思っていたら，ダメといわれたらそれでおし
まい。でも今はあるんです，他の大学では総
合経営学部という名称が。本当は私たちが全
国で最初に作ろうとしたんだけど，無碍に前
例がないと，しかもローカル大学だからと。
いろんな理由で蹴られちゃって，結局，経営
学部というオーソドックスな名前で設置許可
となりました。
でも振り返ってみると経営学部でよかった
と思います。経営学部というのは本質的なこ
とで，総合というと中身が分からない。あと
から考えるとかえって良かったなと。流行に
のらなくて良かったと。
そんなことで経営学部で落ち着いて，特に
心理系は日本を見渡してもこれほど充実した
経営学部はないほど。もっともっと宣伝した
らいいのかなと。北海道の人は知っていても，
本州の人は経営学部は要するにマネジメント
が中心で心理なんてほとんどないところもあ
りますからね。それがかなり充実している，
道内に限らずもっともっと宣伝してもいいの
かなと思います。
あと情報系も。当然これはベーシックな分
野。当時は情報活用が中心だったわけですが，
今はデジタル化だけど。いまデジタル教育が
どんどん進んでいて，それもたぶんちゃんと
やってると思うんですけども。方向性的には
間違ってなかった。将来，情報化する，心理
も絶対重要だと。それを軸としてちゃんと踏
まえながら経営学部をつくっていく。気づい
たらもう 20 年経ってる。
大学は長い歴史を社会に期待されていて，
これで終わりではなくてさらに次の 20 年，
さらに次の 50 年とありますので。途中経過
で，ちょっと過去を振り返りながら，
VISONARY で将来を見据えて。さらに発展し
ていってもらいたいなと思うし，そういう可
能性が充分あると思います。ぜひ応援団とし
て応援していますので，よろしくお願いしま
す。以上簡単ですけども私の話といたします。
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○大平先生 それではパネリストの皆さんに
前に出ていただきたいと思います。経営学部
教授の内藤永先生，卒業生でヤブシタミャン
マー株式会社代表取締役の作左部正隆さん，
大月博司先生もお座りになっていただきまし
た。それから経営学部教授の佐藤大輔先生，
卒業生で株式会社ウィン取締役の忠村旭城さ
ん，経営学部教授の伊藤友章先生，そして本
日カナダのトロントから，オンラインで卒業
生の井田梓さんに参加していただきます。井
田さんはトロントメトロポリタン大学の衛生
公衆学部の事務官をされています。井田さん，
こんにちは。お世話になります。
○井田 こんにちは。よろしくお願いします。
○大平先生 それではですね，先ほど大月先
生から，どんなふうに経営学部ができたかと
いうことについてお伺いしましたが，その後
20 年間どんなふうに私どもの学生たちが
育ってきたかを卒業生から少しお話を聞いて
いきたいと思います。
私どもの学部は先ほど総合経営学部のお話
がありましたけれども，実際には経営学，心
理学，情報会計，マーケティング，企業，こ
ういったことを⚔年間で学びながら，経営の
グローバル人材を育てたいなということで，
これまでやってまいりました。
本日はまず井田さんから，ご自身で自己紹
介と，現在のお仕事をお聞きしたいと思いま
す。それから，学生時代どう大学を利用して，
何を活かして現在いるのかということですね。
大体 10 分ぐらいで話してもらってよろしい
ですか。お願いします。
○井田さん はい，分かりました。ご紹介に
あずかりました井田梓と申します。よろしく
お願いします。私は経営学部経営学科の第⚑
期卒業生です。現在はカナダのオンタリオ州
トロントというところに住みながら働いてい
ます。カナダはアメリカに比べるとマイナー
なので少し説明させていただくと，トロント
の人口は約 300 万人。スポーツにくわしい方

がいらっしゃるか分からないですけど，カナ
ダの中で唯一ナショナル・ホッケー・リーグ
とNBAのチームがあります。
現在，私はトロント市内のトロントメトロ
ポリタン大学というところで職員として働い
ていて，こちらの大学，州立の大学なんです
けれども，生徒の人数が⚔大制のプログラム，
大学院生のプログラム，定時制のプログラム，
あわせて生徒だけで⚕万人ほど，職員の数も
2000～3000 人はいるかと思います。⚔大制
のプログラム，大学院生のプログラム，あと
専門的なプログラム含めて 120～130 あって，
とても大きな大学です。
この大学に入ったのは約⚕～⚖年前なので
すけれども，北海学園でちょうど⚓年生まで
に単位を取り終えたので，その後に語学留学
ということでカナダ，トロントに来ました。
その後，少し英語を勉強したあとに，もう少
し英語を使って何かできそうだなっていう思
いがあったので，トロントから車で⚑時間ほ
ど離れた場所にセイントキャサリンズという
町があるんですけど，そこのブロック大学と
いうところで，MBA を取得しました。ちな
みにこのセイントキャサリンズという町は，
ナイアガラの滝のすぐ近くです。
MBA を取得した後に，運良く北米の自動
車の会社でアナリストとしてお仕事をさせて
いただく機会があったので，そのままこちら
で就職をして，数年，北米の自動車の会社で
あったり，電子部品の会社で経験を積みまし
た。そのあと少し自分のキャリアについて見
つめ直す時間があって，教育機関で働きたい
という思いがあって，今のこのトロントメト
ロポリタン大学で働き始めました。
大学にいた時期は，私の場合だいぶ前に
なってしまうんですけれども，やはり今でも
すごく役立っているなと感じるのは英語のス
キル。あとはコミュニケーションスキル。そ
してやっぱりビジネスの基礎を学ぶことで
培った知識や教養かなと感じますね。
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私の今の仕事自体がひとつの大学院プログ
ラムをサポートするんですけど，必然的に大
学院プログラムに入っている生徒さん，そこ
で教えている教授の方たち，あとは，その部
署の方たちと頻繁にコミュニケーションをと
ることが多いので，やはり自分が学生だった
ときコミュニケーションのクラスだったり，
海外総合実習で私のときはオーストラリアに
行ったんですけれども，そこで現地の方と交
流したり，自分のリサーチのプロジェクトを
まとめる過程でコミュニケーションスキルは
もちろんそうなんですけども，後は異文化に
対する理解だったり，多様性というところで，
すごくいい経験をさせてもらったなって思っ
てます。
あと今私がいるトロントはカナダの中では
大きな都市なので，私を含めて移民の人がと
ても多いんですね。なので必然的にほかの文
化だったり，ほかの国から来ている人と触れ
合う機会が本当に多いので，空気を吸うよう
にではないですけども，自然に自分と違う
バックグラウンドだったり，自分と違う言葉
を話す人や，自分と違う価値観を持ってる人
とコミュニケーションをとる際に，偏見を持
たない，先にジャッジメントをしてしまうの
ではなくて，その人の人となりだったり，
パーソナリティというものを見ることがすご
く大事だと思っています。
英語の方に戻ると，もちろん普段から英語
を使って生活しているので，そこはもちろん
そうなんですけど，やはり私の場合は，最初
に入った企業もそうなんですけど上場してる
企業であったり今の大学の組織もそうですけ
れども，簡単なところでいうと e-mail のコ
ミュニケーションだったりプレゼンテーショ
ンだったり，やっぱり英語で何かをまとめて
文章を書くとなると，文法だったり，きちん
と綺麗な英語を書ける，読み書きの基本がで
きるのがすごく大事なんですね。
なのでやっぱりそこを経営学部経営学科で

ビジネスライティングだったりビジネスリー
ディングのクラスを通して，しっかりとイチ
から教えてもらって，もちろん学生だったと
きは大変だなと思ったときもあるんですけど，
きちっと順序よくやっていったというのは，
本当にこちらで働き出してから，MBA のプ
ログラム課程を受けているときもそうだった
んですけど，その基礎があって良かったなと，
今でも先生たちにはすごく感謝しています。
ビジネスの知識っていうのもすごく幅広い
と思うんですけど，例えば今私がしてる仕事
の場合，やっぱり生徒さんだったり教授の方
でもそうなんですけど，先を見越して相手の
ことを思ってあげて，今こういう情報が必要
だなとか，今これがないとその次のプロセス
がうまくいかないなっていう，こっちが先に，
消費者のニーズを先に読むじゃないですけど，
やっぱりそういうビジネスの基本的なことっ
ていうのはどこに行っても使えることが多い
ので，そこをきちっとやはり学生時代に勉強
していたっていうことも，今の生活だったり
仕事ですごく役立っているなと感じています。
○大平先生 どうもありがとうございました。
聞いていて，あなたがどんなことやってるか
というのがわかってきてすごくワクワクしま
した。ありがとうございました。これから内
藤先生に，あなたが学生だったころ，どんな
ふうに見えたのかについてお伺いします。ど
うぞ。
○内藤先生 経営学部・英語教員の内藤と申
します。よろしくお願いいたします。井田さ
んは第⚑期生，その中でも英語をきちんと学
習され，海外総合実習にも参加した，いわゆ
る最優秀学生です。最優秀学生がこうやって
グローバルの舞台で現地に根付いて仕事をさ
れていて，非常に良いロールモデルになって
います。彼女が住んでいるオンタリオ州で先
日まで海外総合実習を毎年行っていました。
彼女にお会いして，先輩から後輩に，心構え
をお話いただくことを積み重ねる中で，交流
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を続けているのが井田さんです。
私たちとしては，最優秀学生が⚑人だけで
は意味がないので，彼女をロールモデルにし
て，それをいかに一般学生に落とし込むかを
ずっと考えて，この 20 年間仕事をしてきま
した。20 年間の最大の変化は何かというと，
学部開設以来の英語教員の顔です。ずいぶん
熟練化しました。本日はマーク松根先生が会
場にいますけれども，ヒゲが伸び，ずいぶん
白髪が増えたなっていう感じです。そういっ
た変化はもちろん本質ではありません。

私が考えているのは，グローバル化は 250
年単位で起きていて，今から 500 年前に，コ
ロンブスの大陸発見。そこから始まって，国
単位で人がどんどん海外に出ていった。産業
革命を機にして，企業主体としてモノがどん
どん動いていった。そして 2000 年には情報
が国を超えて動いた。つまり境目がどんどん
なくなってきているわけです。経済の実態を
見ますと，先ほど大月先生からもお話ありま
したけど，国際化の時代からグローバル化の

時代になって，アジアに出ていくのが，もの
すごく気軽になって，道内企業がこぞって出
かけているくらいです。
英語教育の視点で見ると，ネイティブの話
す英語ではなくて，アジア人特有の訛りのあ
る英語でいいから，どんどん出ていって使え
るようにするのがテーマになります。それか
ら経営学部の英語では，ペラペラ話す英語で
はなくて⽛使える英語⽜ということをテーマ
にしています。先ほど一般学生にも落とし込
むと，お話しましたけれども，ゼミの研修が
台湾とかベトナムで行うことができる，学生
たちがアルバイトをすれば，海外に出かける
ことができる時代になったということが，大
きな変化だと思います。
コロナ禍で，授業はオンライン化していま
すが，ビジネスコミュニケーションの授業は
オンライン上でオールイングリッシュで，ビ
ジネス交渉をする練習を重ねています。最優
秀学生でなくても，こういうことができるよ
うになるようにプログラムをどんどん変えて
います。

これが 20 年前のプログラムでしたが，こ
れを塗り替えて，冒頭で天笠学部長からご紹
介いただきました⽝北海ビジネスイングリッ
シュ⽞を打ち出し，これをもっと細かくして
ですね，さまざまなプログラムを立ち上げて
います。そして第二の井田梓，第三の井田梓
ということで，グローバル人材をどんどん輩
出しようという努力を重ねています。

経営論集（北海学園大学）第 20 巻第 4号
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多様な世界でいろいろな人たちにいろいろ
な英語を使われる世界になりましたけれども，
自在にコミュニケーションを図り，人間関係
を構築できる，ここがポイントだと思います。
この構築の部分がすごく難しくて，落とし込
みのできる学生を育てるというのが，北海ビ
ジネスイングリッシュです。天笠学部長に
ネーミングいただきましたけれども，目下そ
れを目指しているところです。

○大平先生 ありがとうございました。
井田さん，大変だったね。井田一世として
は。内藤先生がこんなに井田さんのことを大
事に思っているということが伝わってきまし
た。先生ありがとうございました。井田さん
もどうもありがとうございました。それでは
二人目の卒業生，作左部さんからお話しを伺
いたいと思います。作左部さんからも同じよ
うに，自己紹介それから現在のお仕事，学生
時代どう大学を利用して現在どんなふうに活
かせているかということをお伺いします。
○作左部さん はい。ご紹介にあずかりまし

た株式会社ヤブシタの作左部と申します。私
はですね，2018 年に北海学園大学経営学部を
卒業いたしまして，今，新卒で入った株式会
社ヤブシタという会社で⚔年を過ごし，⚕年
目を迎えているという状況でございます。
私の今の業務なんですけどもエアコンに関
係する部材を作ってるメーカーでございまし
て，そちらの部材の営業をさせていただいて
おります。また，皆様のお手元にお配りさせ
ていただいてる資料にも記載をさせていただ
いてるんですけども，株式会社ヤブシタの中
でですね，ヤブシタミャンマー株式会社とい
う海外法人の立ち上げを行いました。立ち上
げと同時に法人の代表取締役に就任いたしま
して，その代表もさせていただいてるという
状況でございます。
私の大学時代なんですけども，基本的には
大学の授業としてゼミをベースにやっていた
んですけども，主に考えていたことといたし
ましては，外に行こうというところを考えて
おりました。外といっても海外だけではなく
てですね，しっかりと学内で学ぶゼミの活動
等でですね，外に出て行ってどういう経営を
されているのかっていうところですね，現地
のですね，企業を訪問してお話を聞いたりで
すとか，さまざまな人間関係を作っていくと
いうことをやっておりました。それは私，大
平ゼミの一員としてやっていたんですけども，
それ以外にも外に出て行っていろんな人に会
うということをやっておりました。外に行く
ということで，海外の方にもさまざまに行く
機会がございまして。内藤教授と一緒に行か
せていただくことが結構多かったんですけど
も，その際，海外の展示商談会へ学生通訳と
して北海道の企業に帯同して行かせていただ
きました。
この中で私が自分でも一番驚いたところな
んですけども，私が一番受験で苦労した教科
は英語だったんですよね。ただ英語を苦戦し
ていたにもかかわらず，英語をツールとして
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使わなきゃいけないっていう自分の中での考
えもありましたので，内藤教授と一緒に行動
する中で，さまざまな英語を喋る機会，そし
てその英語を使って製品の説明だったり，
サービスの説明等ですね，海外でさせていた
だいたということでございます。
そこで学んだこと，身に付いたことは，度
胸がついたというところが大きいのかなと思
います。やはり展示商談会となりますと絶対
的に相手のことがわからないという状況の中
で説明をしていくということになりますので，
日本語でも多分おそらく難しいというところ
もあるんですけども。それを英語でやらなけ
ればいけないという環境に飛び込んだという
ことですね。非常にそこで自分の度胸ですと
か，そこに飛び込んでいく力というのはつい
たのかなというふうに思っております。
あと海外の留学関係は短期間のものが多
かったんですけども，そういうものに参加を
して，自分で英語を話す機会を作っていくっ
ていうことをしておりました。やっぱり机上
で学んでいくだけでは限界があると考えてお
りましたので，しっかりと外に出てしゃべる
機会を多くつくっていったかなというふうに
思っております。海外に行く中で海外の学生
と仲良くなって，今も親交があったりという
ことがございますので，グローバル化の中で
人間関係が飛躍する可能性もある中ですね，
しっかりと人と人とのコミュニケーションを
重視して，つながりを持っていけるというと
ころは，非常に自分の中で核になってるとい
うふうに思っております。
大学では，このように授業がある中でも
しっかり外に出ていくことで経験をさせてい
ただいたかな，というふうに思っております。
今は株式会社ヤブシタという会社で働いてい
るんですけども，主に国内営業を行っており
ます。ベースは東京営業所にございまして，
東京からですね私の場合は西日本をほぼ全て
網羅をしているというような状況です。

その後ですね，業務として大学で学んだこ
とがいきていると感じている部分が多くて，
逆に社外の方と関わる機会が非常に多い。大
平ゼミでもそうですし，プロジェクトの中で
多かったので，やっぱりそこでのビジネスコ
ミュニケーション，日本語のビジネスコミュ
ニケーションもそうですけれども，英語での
ビジネスコミュニケーションもかなりいきて
いると感じております。
ご紹介をさせていただきましたけども，
ミャンマー法人を立ち上げをするということ
ですね。現地でゼロから作り上げなきゃいけ
ないという状況になっておりました。そのゼ
ロから作り上げるというのがいかに大変かと
いうことを身をもって感じたということもあ
りますけども，やはりその中で人間対人間の
関係を作っていくということになりますので，
いかにそのコネクションを作っていくかって
いうことを意識して行動していきました。
やはり弊社の中でですね，その海外法人を
作り上げるというところで私しか動けない，
というところがありまして，ほぼ孤軍奮闘で
やっていったというところでございます。そ
の中でさまざまな人に助けられたということ
もございますし，いろんな方々から支援をい
ただいて実際に工場を立ち上げて営業活動が
できたというところになっております。
ただミャンマーなんですけども皆様ご存じ
の通りクーデターが起きたりですとか，また
コロナによってかなり海外ビジネスが滞って
しまうというところもあります。その中で
やっぱり私は代表取締役でいる以上，しっか
り会社を存続させないといけない。また，リ
スクに対していかに対応していくかを考えな
いといけないですので，そのリスクに対して，
どの解決策が一番ベストかということで，
しっかり考え，実行していくということが，
私の中でこの⚕年間は経験として大きかった
なというふうに思っております。
○大平先生 大変ありがとうございました。

経営論集（北海学園大学）第 20 巻第 4号

― 23 ―

BE VISIONARY：新時代にのぞむ⽛北海経営⽜（パネルディスカッション）



作左部さんは先ほど，私のゼミだったとおっ
しゃってましたけど，私は本当のことを言う
と内藤先生の下請けゼミだったという理解を
していました。またその当時，学生を派遣す
る海外総合実習のその他に，内藤先生が作ら
れた会社があったんですね。
そこを通じて，海外に，学生をバンコクそ
れからシンガポール，サンフランシスコへと
連れていって，学生たちが実際向こうで商品
を向こうのバイヤーに説明する，北海道の中
小企業の製品を向こうで説明するっていうよ
うなことを実際にやってたんですね。
そういうやり方を通しながら学生を育てて
いく。さらに札幌市の予算まで取ってる，す
ごいな，本当にびっくりしちゃうようなこと
をやられてました。それで，そういうコース
を使う学生が結構いたんです。それがいきい
きとして，これは余計なこと言わないほうが
いいなって思うぐらいでした。
先ほど内藤先生が画像を使われたので，少
し付け足しながらお話しますけれども，経営
学部の開発計画的に言うと，大月先生が書か
れてる⽛組織変革とパラドックス⽜という本
があるんですけれども，どんな組織も基本的
にはその組織全体として目的があってそれは
大体組織の環境に適合した時に生き残ったり
する目的があります。
ところがですね，個別に分業されていった
ときに，分業されたものが個人個人に担われ
る関係上，目的の相違っていうのが出てき
ちゃう。どちらかというと変化に対応しない
方向で個人個人が動く可能性も出てくる。そ
うすると，どんな組織においても，組織を変
えていきましょうという変化に向かう力とい
うのが内部から反対されてしまう，というよ
うなところが必ずどんな世界にもあるんだ
なっていう感じがしました。
先ほどの内藤先生のお話を伺ってると，そ
もそもシステムとしてうちの経営学部の英語
のグループは，そのパラドックスが生じてな

いんだな，という気がして，たいしたもんだ
という感じがいたしました。
今度は組織の話から少し離れると，個人の
中にもパラドックスみたいなものがあって，
わかっているのにできないって，先ほど大月
先生がおっしゃっていました。その通りだな
と思います。わかっているのにできない。と
ころがですね作左部くんは変わっていて，ゼ
ミの中で非常に優秀な学生の筆頭であり，非
常に好奇心が強く目が外を向いている，外に
興味がある。外に行きたがる。だから飛行機
のとり方とか非常に上手だったんじゃないか
なと思うんだけども，非常に外に対して好奇
心が強かったんだな。だから，好奇心という
のは非常に大事だな。もう一つは，技術もし
くは力。だから今言った好奇心と，活かす技
術とか力っていうのは大事だったんだな。
その技術や力の部分に関しては，先ほど内
藤先生のグループのプログラムの中で鍛えら
れてたんだなと感じました。はなから自分で
考えなきゃ嫌だっていう感じがありましたし，
自分で決めたいという人間だったし，自分で
行動する，そういった力がありました。
これからも学生諸君は好奇心を持つってい
うのと，技術を持つ，この⚒つを身につけて
いってほしい。その後半の部分に関しては，
かなりの部分，大学などで準備できてると思
います。要するに，つかみにいくかどうかっ
ていうことが大事だと思う。そのつかみに行
くっていうのは，やっぱり一歩足を踏み出す
ということ，どんな場合も，それが必要です。
それはやっぱり本人がやってください。支え
る部分は大学で準備しています。一歩前へ。
だけどそこに至る思いは一番大事。だから
やっぱり好奇心を大事にしてほしいなと思い
ます。
ということで，そういった要素を彼は持っ
ていたなと感じていて，今後は会社の中で，
組織のパラドックスにやられないように。そ
れをどのようにうまくいかしていくのか，と
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いうことについて本当に期待しているところ
であります。
⚓人目の卒業生は，忠村さんです。忠村さ
ん，また先ほど同じように自己紹介と，それ
から現在の仕事，それから学生時代どう大学
を利用したか，そして何を現在活かしている
かについて，お聞かせください。
○忠村さん 株式会社ウィン取締役の忠村と
申します。弊社では，ブランディングを中心
としてデザインとマーケティングを行ってい
る会社なのですが，その中で私は企業ブラン
ドコンサルタントとクリエイティブディレク
ターの職についています。
北海学園大学経営学部を 2011 年に卒業し
ましたが，在学中は伊藤先生のゼミでマーケ
ティングを学びました。
弊社は⽛働く喜びをデザインする。⽜を
MISSION に掲げ，一人でも多くの人が働く
喜びを感じられるように，企業の価値やらし
さをデザインの力で見える化し，それを社内
外に伝えていくために，企業ブランドコンセ
プト設計，情報設計，体験設計，組織育成コ
ンサルまで一貫して行うことができる，コン
サルティングファームです。
今回のシンポジウムのテーマになっている

⽛BE VISIONARY.⽜は，経営学部のブランディ
ング検討委員会の皆さんと半年以上の時間を
かけ，さまざまなワークショップを通して強
みやらしさが何であるかを検討し，明文化し
ていきました。VISIONARY という言葉は先
見の名という意味がありますが，学部として
そのような視点を持ち続けていたいという目
線と，目標や将来ビジョンがまだない学生が
経営学部で学ぶことによって，自分がどうい
う方向に進んでいきたいか，自分の将来ある
べきところっていうのを見つけてほしいとい
うような意味も込めています。
本題⽛地域社会・経済の未来を切り拓く

⾉実践家⾊を育成する⽜の体現についてですが，
正直に言うと，私自身学生時代は決して⽛優

秀な学生⽜というタイプではありませんでし
た。父が会社経営をしていたことが理由で経
営学部に入学しましたが，入学後も単位が取
れて，友達と楽しく過ごせればいい，大学に
来れば何かやりたいことが見つかるかもしれ
ないいうと考えで，⚔年間を過ごしていまし
た。そんな生活の中で，私の中の人生のター
ニングポイントになる出来事が，リーマン・
ショックです。2008 年の夏過ぎ頃だったか
と思うんですけれども，父の経営する会社が
リーマン・ショックの影響を受け，業績が悪
化し，毎晩深夜に帰ってくる父親の姿を見る
こともなく，朝にいびきをかいてるのを確認
して⽛今日も生きてくれてる⽜と感じるくら
いに生活が激変しました。もちろん大学を辞
めなきゃいけないと感じたことも何度もあり
ますし，この先どうしていくんだろうと，人
生で初めての大きな分岐点にぶつかりました。
そこで，初めて中小企業の経営者の役に立ち
たい，中小企業経営者のサポートをしたいと
いう自分の中の VISIONARY. を見つけるこ
とができました。
目指すべき姿があるからこそ，現状との
ギャップが見えてきて，じゃあ大学でどうい
うことを学べばいいんだろう，どういうゼミ
に入ったらいいんだろうという考えが生まれ，
伊藤教授のマーケティングゼミに入らせてい
ただきました。自分自身で決断して決めたこ
とをやりぬくという経験ができたことは，大
学に入ったからこそできた大きな出来事でし
た。
実際そのビジョンを立ててから今の会社に
就職するまではまだそこから数年かかるので，
達成するまでにはすごく時間がかかったんで
すが，それでも今現在さまざまな経営者の方
と業務の中でお会いする中で，さまざまな想
いを伺い，その実現に向けて一緒に歩んでい
けるのは，すごく幸せなことだと感じていま
す。
また，大学生活で得られたものとして挙げ
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られるのが，同じ志を持つ仲間と出会えたと
いうことです。友達ができたって言ってしま
うとすごく軽いですが，それも一つの人生の
ターニングポイントだと感じています。今の
職場を紹介してくれたのも経営学部の友達で，
そこから就職をして取締役になってというこ
ともあり，思い返すと人生の節目にはいつも
友人がいます。教授を含め，大学で出会った
方とのつながりを活かしながら過ごしていく
ことができているというのが，今の私をつく
る礎になっています。
最後に今後についてですが，嬉しいことに
年に何度か伊藤ゼミに顔を出させていただい
ていて，学生の方のアイデアや意見，どうい
う考えを持っているのかを直接お伺いする場
面があります。その中で，自分自身が体験し
た⚔年間のような，もったいない⚔年間を過
ごしてしまう学生を⚑人でも減らしていくこ
とができるようになりたいと思っています。
あとは現状の仕事でいうと，北海道という
枠に縛られずに日本全国，国境を超えた目線
を持って，もっと大きい視点でビジネスを
やっていきたいと感じています。
○大平先生 忠村さん，ありがとうございま
した。そうだったんですね。リーマン・
ショックだったんだ，また後でゆっくりお話
したいですね。では伊藤先生お願いいたしま
す。
○伊藤先生 はい。経営学部の伊藤です。今
お話してもらった忠村さんですが 10 年以上
前に私の二部のゼミを卒業した学生です。二
部のゼミは経営学部開設してから私は⚓回ぐ
らいしかやったことがなくて，実は経営学部
になって初めて二部のゼミを担当したときに，
彼が在籍をしていました。ですのでまだ，ゼ
ミの勉強で，ちゃんとしっかりしたプログラ
ムが確立していなかったり，私の試行錯誤時
代みたいなところがありましてね。また本学
の場合，二部のゼミは⚑年限りということも
あって，やることには限度があって私の方で

は，彼の成長に貢献できるようなことってあ
まりできなかったかなというふうに思ってい
るのが実際のところです。
それでもこのように 10 年経ってこの 20 周
年シンポジウムに来てもらえるくらい成長で
きた理由を，学生時代，学校生活に何か求め
るとすれば，一つはやっぱり二部の環境って
いうことが大きかったのではないかなと思い
ます。
一部の，昼間のゼミの学生に対しては私た
ちはゼミで Project Based Learning，簡単に言
えば企業から直面している課題をいただいて，
それを学生が解決策を提案していく，そして
時にはそれを実施していくっていう，リアル
なビジネスを実体験する機会のプログラム。
それとか，後から佐藤大輔先生からご紹介あ
ると思うんですけども，キャリアデザインプ
ログラムのようなキャリア教育のプログラム。
そういったリアルなビジネスの場に学生が接
する機会っていうのを我々の側で一生懸命用
意をして，仕掛けをします。しかし，二部の
場合はもう自分たちで昼間の時間に毎日アル
バイトしてたりして正社員に近い形で働いて
いるっていう学生が結構いたりするわけです。
そんな社会人に近い学生に加えて，社会人特
別選抜で入ってくる本当の社会人の方ですね，
あとは体育会系の学生とかも多いですね。と
いうように，とても多様な人材がたくさんい
て，それが夕方から夜の時間にかけて集まっ
てくるっていうのが二部の環境ということな
んですね。だからそこでもう社会というもの
を体験できる，それで自然と成長できたりす
る環境がある，あとさっき忠村くんのお話で，
その中で知り合った友達が自分の人生のター
ニングポイントになったように，大人になる
ための環境は非常によく揃っている。そう
いった環境の中で生活してきたというのが一
つあるかなと思います。ゼミも確か⚔人で，
あまり多くない。みんななかなかしっかりし
た大人の集団だなという，そんな記憶もあり
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ます。
それで二部の場合ですね，一部の学生と比
べて基礎学力が少し劣る学生もいるというこ
とは確かではあります。経営学部になってか
らそのギャップが少なく，あってもあまり変
わらなくなったなという感じもしてはいるん
ですけれども。でも彼の場合は一部の学生と
接しているときとそんなに全くギャップはな
かった。基礎学力的なことも遜色なかったで
す。今はアセスメントテスト，創造的思考力，
論理的思考力とか，そういった汎用的な能力
を測定するテストを現役の学生は年に一回受
けていますが，当時，彼が在学しているとき
はまだありませんでした。おそらく当時その
テストを受けたら，かなり高い得点を叩き出
してくれたんじゃないかなと思います。
そうした本人の資質と二部の環境がうまく
噛み合って今につながる成長ができたのでは
ないかなと思っています。あと彼の場合，在
学中に私が与えることができたものよりも，
卒業した後に貢献してくれて，私たちの学生
に与えてくれてるものが非常に大きいです。
この BE VISIONARY. というブランディン
グ事業以外にも紹介させていただくと，一部
の私のゼミに⚒回ほど来てもらいました。一
つは，JR 貨物という会社の広告制作プロジェ
クトでした。学生にそういうクリエイティブ
なプロジェクトをやってみたら，すごいハー
ドルが高い話で，おまけに協力していただい
ていたその時の制作会社の担当者が体調が悪
くなり連絡がとれなくなったということで学
生が大ピンチに陥ってしまったんですが，そ
こで実は彼に助けに来てもらって，⚒～⚓時
間ぐらいじっくり学生の相談を受けてもらっ
て，翌週が JR 貨物へのプレゼンだったんで
すけど，何とか様になる報告をできました。
そしてもう一つは昨年，よつ葉乳業さんと
SNS を使ったキャンペーンを一緒にやるプ
ロジェクトをゼミの中でやったんですけど，
ある時ウィンさんのページを見る機会があり，

過去の実績として，よつ葉乳業さんの仕事を
たくさんしてたということで，これは利用さ
せてもらおうと思い，またお呼びして，プレ
ゼンのリハーサルに参加してもらって，いろ
いろアドバイスやコメントをいただきました。
その SNS キャンペーンではよつ葉さんの公
式インスタグラムの開設史上，最大いいねが
つくという非常にポジティブな反響があって，
学生の自信にも繋がることになりました。
こんなふうに今貢献してくれることが非常
に多くてですね，忠村くんから恩恵を受けた
学生が，今度は大学に来て学部教育に関係し
てくれて，また将来，学部生に貢献してくれ
るといいなと思っているし，そういう循環が
さまざまなところで起きてくることを期待し
ています。そして 30 周年シンポジウムのと
き，学生のときに広告デザイン会社の方に来
てもらってアドバイス受けて，こんなに影響
を受けましたとか，そんな卒業生が横にくる，
なんていう展開をちょっと夢みたりしていま
す。という話で私の話を終わります。
○大平先生 伊藤先生ありがとうございまし
た。よつ葉乳業の大石さん（経営学部卒業
生）も関係してきてるんですか。大石さんが
窓口。私もゼミの合宿に行ったときに大石さ
んという二部の社会人に…。二部には社会人
が⚑割ぐらいかな，いらっしゃるんで，学生
たちがその社会人の方たちに，いろんな勉強
を教えてもらったりする。
もちろんその方たちに近づく努力した学生
だけですけども，社会人の方も年齢関係なく
学生気分でいらっしゃるので，不思議な関係
ができる。非常に楽しいんですね，そういう
一部には全くない感じになるんですよ。伊藤
先生，大変ありがとうございました。
それでは，卒業生の方たちにもう少し話を
聞いていきましょう。言い忘れたこととか，
後輩に伝えたいこととかがあったら，発言し
ていただきたいと思います。作左部さんどう
ですか。
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○作左部さん そうですね，私は入社して⚕
年経ちまして，今の会社に入社したきっかけ
は大平先生が進められている⽝地域経営者に
学ぶ⽞という講義の中で，弊社の代表が講演
をして，つながりを持ってマネージャーをし
たという流れはあるんですけども，学生時代
にさまざまな方のお話を聞いて，そこから関
係性を作っていく，いろいろといろんな人の
意見を聞いてみるということは，やはりした
方がいいのかなというふうに思いますし，私
も浪人とかをして，こちらの大学へ入学をし
ましたので，ある程度危機感をかなり持って
いたというところでございます。なのでその
危機感というところですね，私は結構大学時
代に熱心に動けた原動力になったのかなとい
うふうに思いますし，危機感がですね，今の
業務の中にも生きているのかなというふうに
思います。
弊社代表の繋がりからそもそもですね，経
験として私にやらせていただいてるという状
況もあるんですけども，やっぱりそういう
チャンスをいただける環境を作ってもらうと
いうことも意識した大学生活ができればいい
のかなというふうには思っています。
○大平先生 ありがとうございます。それで
は忠村さん，お願いします。
○忠村さん ブランディングを進める中でも
⽛実践家⽜とは何か，という話題はずっと出て
いたのですが，まずはやってみるということ
を大事にしていただきたいです。やってみる
中で，新しい気づきや発見があり，それが学
びにつながる部分というのが必ずあります。
考えていることを表現・体現していかないこ
とには，何も変えることはできないですし，
やってみてダメだったところはやり直してい
く。考えることはすごく重要ですが，考えた
ことを行動に移すことが，社会で活躍するた
めには大事になってくると思います。
○大平先生 忠村さん，ありがとうございま
す。では井田さんお願いします。

○井田さん そうですね。私の場合というか，
もちろんこれから外に出て行かれる方もそう
だと思うんですけど，例えば英語が話せる，
英語を使って何かができるっていうのは，も
ちろん，すごくいいことだと思うんですね。
ただ英語ができるから，それでいいってい
うことではないと思っていて，カナダもそう
ですけど，英語圏ではネイティブの方がもち
ろんたくさんいらっしゃいますし，英語がで
きる，話せるから，じゃあそれでっていうふ
うにやっぱりなってしまうので。特にビジネ
スの世界だったり，お仕事しだすと。
なのでやはり英語以外に何か一つ，もちろ
ん一つ以上あればそれはいいと思うんですけ
ど，これは誰にも負けない，これは私はすご
く自信があります，ということを若いときか
ら訓練して伸ばしていくというのは，すごく
大事だと思います。なので私は，自分の場合
だったら，コミュニケーションスキルは誰に
も負けないという気持ち，対面で話すのもそ
うですしライティングで依頼書とか何か書く
という形もそうだと思うんですけど，⽛梓は
すごくよくこれができているよね⽜というと
ころを，誰にも負けないくらい伸ばして，ネ
イティブの方と例えば同じポジションに応募
したときにに選んでもらえるっていうふうに
なるのが，これから外に出ていく方にとって
はやっぱり必要だなっていうふうに思ってい
ます。
○大平先生 ありがとうございます。すごく
大事なことを言ってくださいました。どうし
てもね，日本国内にいるとお互いにつぶし
あってしまうところがあって。なかなか子ど
もの頃から井田さんのように自分を磨いてい
くっていうところが，ひょっとしたら少ない
のかな。
今これを聞かれている方は，意図的にそう
いうことを意識しながら，やってくってこと
が標準だということを理解しておいてほしい
なと思いました。それではですね，最後にな
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りますけども，これから私ども北海経営の人
材作りについて，これまでもずっとゼミ生，
それから受講している学生たちを通して学生
たちを鼓舞して，人材を，学生を成長させて
きた大輔先生。学生だけじゃなくてその学部
のためにもさまざまなことを新しくどんどん
や ら れ て 来 ま し た。今 や っ て る の は
VISIONARY ですが，一番最初に GOALSって
いうネットワークシステムをつくっていただ
いて，その頃，本当に最先端に行っちゃった
んじゃないかっていうぐらいのシステムを
作ってくれたりしていました。彼がいなかっ
たら多分，起きなかっただろうという気もし
ています。次に今の学生たちの話を聞いて，
大月先生に，感想を聞きたいなと。大月先生，
ご感想等いただければと思います。
○大月先生 私もびっくり，ですね。今お話
を聞いて，みんな頑張っているんだなと感じ
ました。私，記念講演で言い忘れたことがあ
りまして，それとシンポジウムの感想を話し
たいと思います。というのはですね，キー
ワードが重要だと最初に言ったんですけども，
そのときに新時代のキーワードとしてやっぱ
りどうしても入れなきゃいけないのは多様性，
ダイバーシティです。ダイバーシティって昔
から言われていたんだけども，中身は実は変
わっちゃったようです。時代が変わっちゃっ
たように。昔ダイバーシティっていうと，よ
り人口動態だとか，男・女とか年寄りとか，
いわゆる見える世界だったんですね，それも
日本では例えば取締役の数が女性が少ないと
か，管理職の数が少ないということで，当然
数字でも多様性が少ないって言うけれど，こ
れも世界から言うと遅れているわけ。
世界で用いられる多様性というのは，もう
完全に価値観のタイプですね。同じ男性だけ
の取締役会や男性だけのサークルでも，実は
多様性はある。価値観が全然違うわけ。見え
ない形があるっていう。それが重要だよって
いうことが，もう世界的に言われてる。日本

はまだまだ人口動態学的な，まだ見える世界
の多様性を重視している。これは特に将来を
考えたとき，多様性というのは，世界基準で
考えないといけないから，そこは絶対押さえ
ておいて欲しいということです。
そんなことで，その多様性って軸で考えた
ときに，このように卒業生がいろいろ活躍さ
れて，海外で直接活躍される方がいる一方で，
東京をベースにミャンマーに行っちゃうとか
ね。また北海道を地盤にいろんな仕事をした
り，非常に頑張ってるんだっていうことで非
常に感心しました。
そういう中でですね，非常に意識が変わっ
たのは，北海学園大学の経営学部は多様性が
あるんだから，道内中心のローカルといって
も，北海道内からたくさん学生が集まる点を
活かして欲しいところです。本州のローカル
大学は，本当にその地域のローカルだからね。
北海道のローカルとは全然違うわけ。北海学
園大学は全道から人が集まってきて，まさに
多様な学生が集まっているんで，それを活か
さない手はないんじゃないか。だから特にこ
の VISONARY という将来の北海経営を語る
ために，いわゆる北海学園大学経営学部とし
ての多様性をさらにいかすような方向でやっ
ていくと，もっともっと意図せざる結果とい
うか，要するにいい方向に結果が出るんじゃ
ないかと期待しています。どうぞよろしくお
願いします。以上です。
○大平先生 先生ありがとうございました。
今，大月先生がおっしゃったことをどうやっ
て実現するだっていうことを経営学部の昔は
若手のホープ，現在は中堅のホープ，ホー
プって大変だよね。佐藤大輔先生に伺いたい
と思います。
○佐藤先生 はい，佐藤でございます。もう
若手では全然ないんですが，若手と言ってい
ただけるうちに頑張りたいと思います。
私の方からはこれから学部として私よりも
若い先生はたくさんいらっしゃいますが，今
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やってる取り組みをご紹介しながら，今後ど
ういうふうにしていこうと思っているのか，
また私，委員としても仕事させていただいて
ますので，そのへんの取り組みをご紹介して，
ぜひ応援していただくポイントをアピールし
たいなというふうに思っています。
いま大月先生のご講演もあって，皆さんの
ご発言もある中で，やっぱり多様な価値観，
多様性の中で，我々としては教育という観点
から言うと，その中で活躍する人材をどう
やって作っていくかということを考えるのが
とても大切なのかなと。
そうすると，社会で求められてる人とか能
力って一体どういう人，ものなんだろうかと
いうことを考えることがベースにないと，教
育の実践にどういうふうなプログラムを作っ
ていくかというと，ただ PBL やればいいっ
ていう話ではないと思うんですよね。
我々は議論を重ねてきて，経営学部は定期
的にポリシーに関する委員会を立ち上げて
しっかりと議論がされてきている。私も関
わったり聞かせていただいたりという中で
やってるんですが，そういった取り組みの中
で，かなり初期から出てきた言葉が⽛実践力⽜
という言葉でした。
もちろん経営学部なので，実践という言葉
が重要だというのは，皆さんなんとなくご理
解いただけると思うんですけれども，その単
に実践っていうと理論を使うとか，そういう
ことだけをイメージされる方も多いと思いま
す。例えば不確実性というキーワードが今日
も出ていましたけれども，曖昧性とかってい
う中で，その多様な社会を生き抜いていくと
いうことにとても大切なのは，若い人たちを
見ていると，やるべきこととして，価値ある
ことを選んでいくということです。例えば消
費行動でもそうですし，就職活動の時に，給
料のいいところに行くときの感覚も，多分や
るべき，選ぶべき価値あるものを選ぶという
ような，こういうような基準というのが一つ

あると思うんです。
もう一つあるなと実地で感じるのは，価値
観という言葉で表現されると思うんですが，
基本的には意味って言った方がいいのかなと
か，主観的にやりたいことをどうやって思っ
ているか，どういうことをやりたいと思って
いるかってことが，やっぱりとても大切で，
この間テレビを見てて面白いなと思ったのが，
その地方に行ったら，ソフトクリームを売店
で売っているパートのおばちゃんがいるんだ
けど，めちゃくちゃなソフトクリームの巻き
方で 300 円か何かで売ってるんだけど，一見
そんなソフトクリームは価値はない，買うべ
きものじゃない。魅力的でもなんでもないの
に，インスタでバズってですね，行列して若
い人たちがおばちゃんの顔見たいなと並ぶ。
何でそんなことが起こるかというと，多分，
それに反応する人たちにとっては意味がある
取り組み，魅力なんだと。そうすると我々が
買いたいと思う魅力とか，行為したいという
ふうに感じる魅力みたいなことが基準または
理解の基準というのは，従来であれば私の時
代もそうでしたけど，やるべきことをきちん
とできる人だったのかなと。
ただ一方で，やるべきことはやらなきゃダ
メなんだけど，それだけだと既存の理論や既
存の価値に基づいたやるべきことしか考えら
れないので，新しいものが生まれないわけで
すよね。そうすると自分なりの答えとして，
やりたいことをどうやって見いだしていく
かっていうのは，いわばオリジナリティを求
められるわけで，それはいわば自分のやりた
いこと，つまり自分にとって主観的に意味を
見いだせたこと，というふうに表現できるの
かなと思うんですね。
そうすると，我々が考えていく上で大事な
のは，従来型にやるべきことをきちんとやる。
つまり経営学の勉強や知識を，きちんと知見
として得ている，そしてそれを使えるように
なるということ。これが従来型の教育で重要
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視されてきたし，とても重要だと思うんです
よ。経営者の方とお話してもまさにその応用
みたいな力がとても大事なんだよね，とおっ
しゃる経営者の方が多いような気がします。
一方で言われたことをきちんとできるとか，
高い精度で仕事ができるってことだけで，社
会は渡り歩いていくことができるのか，とい
うと，そうでもないかなというのが今の時代。
それが VUCA の時代とか，そういうふうな話
だと思うんですね。
その曖昧性の中で自分なりの答を出してい
くために大事なのは，先ほどの話の中でも
あったような，分かってるけどできない，超
えられないわけです。つまり理屈ではわかっ
てるけど，自分ではやりたいと思えないもの
に対して，どうやって答えを見つけて行為に
つなげていくかっていうことなのかなと。わ
かりやすいのは，その答を大月先生のお話に
ありましたが⽛やるしかないじゃん⽜ってい
う。じゃ，やるしかないってどういうことか
というと，多分我々が学校教育で前提として
思い込んでるのは，先に理屈とか理論があっ
てその後に行為があるんだっていう大前提だ
と思うんです。
ただ世の中には先に行為してその中から自
分なりの理論を作っていく，反省的な取り組
みもきっとあるはずだと。これはおそらくコ
インの裏表で，どっちかからやるから変なこ
とになっちゃうんじゃないか，と思うんです
ね。こう考えると，知識や知見，先に理解を
して，それからアウトプットにつなげていく
という応用的な取り組みと，まず行為をして
その行為の中から反省的に自分なりの理屈や
理論，または意味的なものを見出していく反
省的な取り組みと，この両面をいかに教育実
践に落とし込んでいくかっていうのが，とて
も大事なんじゃないかと思うんです。これを
ベースに，昨年，ブランディング委員会とい
うところで考えていきましょうということを
やりました。

ブランディング委員会というのは，これ
パッセージの冊子で紹介されてるものをその
ままお借りしてるんですが，⚑年間，結構
みっちり，議論してですね，忠村さんにご協
力いただきながら，写真入ってるんですが，
結構，侃々諤々の議論をしてきました。ブラ
ンドアイデンティティとして，新しい世界を
自在に生きる実践家。先ほど申し上げた言葉
ですが，育てていきましょうということ。

そのためにコンセプトとして，あそこに旗
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も作っていただいてるんですが，BE
VISONARY でいきましょうと。⽛ここで私，
新しい自分を学ぶ⽜と，学生，若い人たち向
けのコピーも考えつつですね，この基準で行
きましょうということをやったわけです。こ
のときに大切にしたのが，まさに実践力とい
うもので，その実践力の内実が，今申し上げ
た反省と，その応用の両輪なんじゃないかと
いうことなんですね。

いわれたことをちゃんとできるだけじゃな
くて，自分なりの答を出せるっていうことの
両面を，どうやって教育で実現していくかと
いうことを，ちょっと理想的すぎるかもしれ
ないけど，そこにチャレンジしていくのが，
我々の指針になるんじゃないかっていうのが
ベースにあってですね，パンフレットを作っ
たり，そういったカリキュラムにしていきま
しょうということが議論としてありました。
今年に入ってから伊藤先生に代表をしてい
ただいてます総合研究の出版物でも，今はそ
ういったことに関するですね議論を，いわゆ
る理論的支柱になるような議論を行って出版
したりですね，そういった努力も重ねてきた
わけです。
で，実際それをどういうふうに教育に落と
し込んでいくかっていうことだと思うんです
けれども，今申し上げたこの応用と反省です
ね，お手元にある資料で経営学部のパンフ
レットがあるかと思うんですが，まさにそれ
を今をお出ししてるので，お持ち帰りいただ

いてですね，ご覧いただければなというふう
に思うんですが，これがベースになっている
と。
コインの裏表で言うと，よく似た話なんで
すが，委員会では，例えば勉強と研究の両面
もあるよねっていう議論をしています。
勉強はどちらかというと応用のための知識
のインプットで，従来型の簡単に言うと講義
で授業し，それに対してちゃんと理解できて
るか，テストで測るというという枠組みで測
れる。
ただ，それだけで実践力ある実践家になれ
るかっていうと，今の時代はそうじゃないん
じゃないかと。そうすると何が必要かってい
うと，それに基づく行為・経験をしながら，
でも大体その中でうまくいかないことってい
うのがありますよねと。その中で修正を加え
て，つまり学習をし，ある意味，第⚓の選択
枝，思ってもみなかったことを実現していく
力を総括的に生み出していくことがとても大
切なんじゃないか。その取り組み，よく考え
ると，我々研究者がやっている研究って，そ
ういうもんだよねっていう話なんですよ。
つまり，学術の世界だけで研究という取り
組みを考えるのではなく，実践者にこそ研究
的な取り組み，つまり行為の中で自分なりに，
きっかけは失敗かもしれないんですが，自分
なりの答えを導いていくような力がある。こ
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れは研究と呼べる取り組みであって，勉強の
裏返しとして研究もできないだろうか，とい
うことです。大学でいうとゼミなどがこう
いったものに当たりますし，あと PBL 型の
授業，うちはかなりやっていますが，そう
いったプログラムがこれに当たるものになる
んじゃないかというふうな話をしてるわけで
す。
ちょっとはしょりますが，そういった行為
の裏表，両輪をしっかりやっていきましょう
ということで，これパンフレットで見ていた
だけますが，こういうコースを作りました。
そろそろ，最後にしないと時間もあれなので，
まとめていきたいと思うんですが。
コンセプトは立派だけど，どうやって教育

に落とし込むかという話があるわけですね。
その中で HBE が一つです。北海経営イング
リッシュですね。もう一つ，実は取り組みと
して，私も関わらせていただいてる CDP，
キャリアデザインプログラムですね。これを
作っています。
これは何かというとですね，地域の企業さ
んに連携をしっかりしていただいてですね，
いわゆる PBL みたいなことをやっていきま
しょうということで，昨年はきのとやさん，
皆さんご存じだと思うんですが，洋菓子メー
カーをお招きしてですね，コロナですから全
てオンライン。一回も学生の顔を見ずに 15
回，授業をやったんですね。
75 名ぐらいの受講者ですが，⚑人も落ちぶ
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れることなく，グループワークをオンライン
上で各自グループごとにやって進めることが
できたんですね。チャレンジではあったんで
すけれども，デジタルを使っても実は PBL
できるんだという驚きもありましたが，そう
いった取り組みをやっぱり時と場合に合わせ
てやっていくことが大事なんじゃないかとい
うことになるので，今年度もこのビジネス実
践力講座という名前では⚕社と一緒に取り組
みを進めたりとか，今年度，後期はスタート
アップといって今度は創業とか起業につなが
るような，アイデアソースを目指すようなプ
ログラムを作ったりとか，そういったことを
やりながらですね，いわばその議論とかを
使って最初に教えるわけですね。
教えるときには実はこの講義，ほとんどオ
ンデマンドの講義で知識共有を行ってしまい
ます。つまり立ち講義で直接言うことは合理
的ではないからやりませんみたいな，立ち位
置です。ちょっと尖っているんですが，ただ
し，実際にはグループワークだったり企業の
方とやりとりするのは，そうはいかないわけ
ですね。なので，ディスカッションしたりと
か起業の方とやりとりをしながら，思っても
みなかった成果につなげるにはどうしたらい
いか，彼らが出してきたアイデアを企業の人
が⽛それはできないんだ予算的に⽜と言われ
たとき，⽛じゃあ，このやり方どうですか⽜と

いうことを繰り返し，これが反省になるわけ
ですが，そういったことを何回も何回も創出
というか演出してあげることをプログラムの
中でやっていくわけです。
それなりの一定の結果までいけば一つそう
いうやり方もあるよね，という学びなるとい
うか。そういった形でですね，大きくは大学
をもう少しオープンにしていこうという取り
組みになっているのかなあ，というのが，こ
ういったプログラムの特徴で，やっぱりこれ
からの時代に教育をする上で，大学の中だけ
で教育していくのももちろん，とても大切で
重要なことなんですが，特に実践家教育とい
う観点からすると，学外の力や知見をどう
いったかたちで活用するかがとても大切な
テーマだなと思うんですね。ただそのままや
ると，やっぱり教育とは別の方向に行っちゃ
う，無茶苦茶なものになってしまう。
そうすると学術とか教育っていうものを担
保しながら，外の力を最大化するためのプロ
グラムとして，どういうものなのかっていう
ことを，我々としては探究していきたいと考
えているし，その結果としてですね，ベース
は反省と応用の両輪を教育の中に落とし込ん
で，そういったプログラムの中から実際楽し
いとか，また実践力のある優れた人を作って
いけたら素晴らしいんじゃないか，そんなこ
とを考えて今後，委員会もそうですが，私こ
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の講義も担当していますが，作っていけたら
いいなと思っています。ということで，私か
らは以上です。ありがとうございました。
○大平先生 ありがとうございました。お聞
きのように，要するに実践を通して，人材を
育てるというような取り組みが，経営学部の
中にはいくつもあるんだということをご理解
いただければなというふうに思います。この
20 年間で，いくつもの実践を通して人材を育
てる取り組みがあったことを，伊藤先生，内
藤先生，大輔先生から聞くことができました。
こういった形で，先ほどの⽛わかっていて

もできないんだ⽜というのを，いやそうじゃ
ない，自分の能力をうまく自分で発揮できる
ような人材を経営学部でつくることができて
るんだな，ということを卒業生も含めて感じ
ることができました。
本当はもうちょっとお話しを伺いたいとこ
ろですけども，ここらでシンポジウムを終わ
りにさせていただきたいと思います。みなさ
ま今日のパネリストの方に拍手をお願いした
いと思います。どうもありがとうございまし
た。
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